
昼夜

有

■クラス担任制： 有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

美容師国家
試験

② 　　154 人 　　141人

人
メイクアップ検
定3級 ➂ 　　150人 124人

人 ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾋﾞｭｰ
ﾃｨｰﾌﾟﾗﾝﾅｰ

➂ 17人 17人

人
ﾄﾆｰ＆ｶﾞｲﾃﾞｨ
ﾌﾟﾛﾏ

➂ 　100人 100人

％

■卒業者に占める就職者の割合
％

（令和

17 名 7 ％

■成績表：

各学期の課目A～D及びN評価として課目毎に評価を行う成績不
合格者については、2回まで再試験を行う。

■成績評価の基準・方法

各学期の課目A～C及びN評価として課目認定され、進級試験、
卒業試験に合格すること。総授業時間数の9割以上の出席である
者で学費が完納され、判定会議を経て学校長が適当と認めた者

（教養ｾﾞﾐ）色彩技能ﾊﾟｰｿﾅﾙ検定試験対策、経営学
（ﾃｸﾆｶﾙｾﾞﾐ）着付、ｴｽﾃﾃｨｯｸ、ﾈｲﾘｽﾄ検定対策
（校外ｺﾝﾃｽﾄ対策ｾﾞﾐ）全国理容美容学生技術大会、全国技術ｺﾝﾃｽﾄ、北海道
美容技術選手権大会、KawaiiIｺﾝﾃｽﾄ

■サークル活動： 無

代表者名 所在地

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

httpｓ://hbs.ac.jp

経済的事由、進路変更、身体的事由

令和5年5月1日時点において、在学者244名（令和5年4月1日入学者を含む）
令和6年3月31日時点において、在学者227名（令和6年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

■中退防止・中退者支援のための取組

担任が日頃から学生への声掛けや相談により、学生の状態や状況への変化に対して、早めの対応ができるよう、日頃より、注意喚起を行っている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　　　特待生制度
■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象外

第三者による
学校評価

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記載
する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
第26回全国学生技術ｺﾝﾃｽﾄ ﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ1年の部優勝獲得
第15回全国理美容学生技術大会北海道地区大会
ﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞの部１、2位獲得
STYLINGOLLECTION2023　第26回北海道大会
ﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸの部ﾞ、着物の部優勝獲得

中途退学
の現状

： 97.4

320人 275人 20人 20人 40人

■中退率

衛生 衛生関係専門課程

分野 認定課程名

1677時間

学校名 設置認可年月日

学科の目的
本校は、学校教育法及び美容師法に基づく専修学校として、美容師並びに美容関連業種に必要な知識と美容技術を習得させ、美容業界の向上と発展に寄与せしむ
るとともに、地域社会に貢献し得る人材の養成をすることを目的とする。

北海道美容専門学校 昭和25年7月14日

設置者名 設立認可年月日

校長名 所在地

布川　耕吉
〒060-0036
札幌市中央区南3条西10丁目1004番地3

（電話） 011-223-3100

■国家資格・検定/その他・民間検定等

　美容室、美容関連業界 （令和5年度卒業者に関する令和6年3月31日時点の情報）

■就職指導内容

　就職担当及び担任が個別相談により学生個々の希望を把握し、
的　確な指導を行っている。

■卒業者数
：

116

■就職希望者数
：

114

生徒実員 専任教員数

5  年度卒業者に関する

時点の情報）

就職等の
状況

■主な就職先、業界等（令和5年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

■就職者数
：

113

■就職率　　　　　　　　　　： 99.1

課外活動

卒業・進級
条件

0人

■個別相談・指導等の対応

学修支援等

成績評価

■学年始：4月1日～4月6日
■夏　 季：7月22日～8月18日
■冬　 季：12月22日～1月5日
■学年末：3月19日～3月31日

平成14年4月1日

全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　０人

留学生数（生徒実員の内数）

学校法人布川学園

担任と学校生活や就職等の個別相談を年
数回行っている。

長期休み

〒060-0036
札幌市中央区南3条西10丁目1004番地3

兼任教員数

2

修業年限

総教員数

実験

2238時間

専門士 高度専門士

実習演習

昼間

生徒総定員

(例）カウンセリング・再入学・転科の実施等

（例）学校生活への不適合・経済的問題・進路変更等

職業実践専門課程の基本情報について

■中途退学者

単位時間

美容科
平成15年文部科学省

告示第14号

講義 実技

561時間

布川　耕吉
（電話） 011-223-3100

認定学科名

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

http://hbs.ac.jp/


種別

②

③

③

①

（年間の開催数及び開催時期）

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
教務規定において、教育課程の編成（授業課目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）にあたっては、教育課程編
成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意見を十分に活かし、次の事項について、教育課程編成委
員会規則の第2条の定めにより審議を行う。①業界における人材の専門性等の動向②国又は地域の産業振興の方向性➂実
務に必要な最新の知識・技術・技能④その他、教育課程の編成に関連する事項

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（10月、2月）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
教育課程編成委員会に出された意見を集約し、授業運営に反映させることが適切であると判断した場合には、教育課程の編成に反映させることとし
た。

＊　教育課程編成委員会等の規則

保谷　公彦

名　前

トニータナカ

長谷部　公江

渡部　勝哉

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

所　　　属

一般社団法人日本メイクアップ連盟　理事長

美容室マロ　代表

(有)リンク　代表

(有)コンベックス・アクター　会長
札幌美容協同組合　前手稲支部支部長

任期
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

＊　教育課程編成委員会等の開催記録

（開催日時（実績））
第１回　令和5年10月18日　13：00～15：00

（別途、以下の資料を提出）
＊　教育課程編成委員会等の位置付けに係る諸規程

＊　教育課程編成委員会等の企業等委員の選任理由（推薦学科の専攻分野との関係等）※別紙様式３－１

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の
編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和6年4月1日現在

学校の教職員と外部団体及び事業を経営している等、業界の第一線で活躍している兼任教員が、授業内容の改善を図る
ために教育課程編成委員会を行う。教育課程編成委員会においては、外部からの意見を、授業に反映させることを目的
としている。

第２回　令和6年　2月14日　13：00～15：00

＊　学校又は法人の組織図



①-2専攻分野における実務に関する研修等
研修名「トニーアンドガイジャパン認定講師資格更新研修」　連携企業等：　(株)トニーアンドガイジャパン
期間：令和6年3月18日（火）～19日（水）　対象：美容学校教職員　本校教員　5名参加
内容：技術研修

・カット（アドヴァンス）～提携しているトニー＆ガイ　のカット技術を習得させ、修了試験に合格した者に対してトニー＆ガイが認
定したディプロマを授与する。（単位認定）　教員はトニー＆ガイの教員研修講習を修了した者が行う。
・基礎メイク、メイクアップ検定対策～　日本メイクアップ連盟が認定した教員が指導を行い、1年次必修課目の基礎メイクではメ
イクアップ検定3級取得（単位認定）。フィニッシュ～ﾍｱｼｮｰを行うため、準備段階から企業より技術指導を受けステージヘアや
メイクを中心に指導を受け、企業に関与していただきヘアショー作り上げていく。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

１．研修名「北海道地区理容美容学校教職員研修会　連携企業等：　(公)日本理容美容教育センター※補助事業
期間：令和5年10月3日（木）　対象：専修学校教職員　本校教員　5名参加
内容：　講演会「伝え方　スキルアップ研修」「死に化粧～人生のエンディングとは～」
２．研修名「北海道私立専修学校各種学校教員能力認定研修会」（連携企業等：（公）北海道専修学校各種学校連合会）
期間：令和5年8月1日（火）、12月21日（木） 対象：専修学校教職員8月1日～本校教員5名参加　12月21日～本校教員3名参加
内容：講演会「職業実践専門課程」に係る研修会　8月1日「心動かす価値が未来を変える～持続可能な組織・地域をつくる
　　　　ために」、12月21日「未来の北海道を創る～令和の働き方・学び方を考える」

教員については美容技術を高水準に保つために、関連企業及び団体が定める技術基準を習得するため、定期的に関連企業や団体が主催する講習
及び認定試験を受けている。

（２）研修等の実績

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等
カット（アドヴァンス）

※ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｶｯﾄｺｰ
ｽ

フィニッシュ（ｽﾃｰｼﾞﾍｱ
＆ﾌｧｯｼｮﾝ）※必修

ヘアショーのステージヘア及びメイクを習得する （有）リンク

②-2指導力の修得・向上のための研修等

トニー＆ガイのワンレングスカット、グラデーション・レイ
ヤーカット技術を習得する。

(株)トニーアンドガイ　ジャパン

基礎メイク
※必修

基礎メイクを取得する。メイクアップ検定3級を取得する。 一般社団法人日本メイクアップ連盟

美容師や美容関連業において、外部団体や関連企業が主催する各種検定の取得、総合的な美容技術を習得するために、関
連する団体や企業で活躍している方や認定講習を修了した専任教員により実習等を行う。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（別途、以下の資料を提出）
＊　企業等との連携に関する協定書等や講師契約書（本人の同意書及び企業等の承諾書）等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針



種別
前高等学校
校長

近隣
企業等委員

近隣
企業等委員

企業等委員

卒業生

（３）学校関係者評価結果の活用状況（実績）

　学校関係にて出された意見を集約し、学校運営に反映することが適切であると判断された場合には、学校運営に反映させ
る、下記について取り入れている。
学生に対して学校全般アンケート、SNS（インスタグラム）のさらなる活用

（１１）国際交流 留学生の受け入れについて
※（１０）及び（１１）については任意記載。

泉水　誠之

桶谷　治

所　　　属 任期

学校法人池上学院　顧問
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

札幌プリンスホテル　総支配人
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

桶谷法律事務所　所長
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

(有)ｺﾝﾍﾞｯｸｽｱｸﾀｰ　会長
札幌美容協同組合　前手稲支部支部長

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

渡部　勝哉 (有)ﾘﾝｸ　代表
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

よりよい学校運営を実現するために、学内のみならず、学校の運営に関わりのある企業や学校関係者から、学校運営に関す
る様々な意見や提案をいただき、学校運営の改善に役立てることを目的とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 学校の理念・目的・育成人材、学校の特色、学校の将来構想

（２）学校運営
運営方針、事業計画、組織運営、意思決定能力、人事制度の整備、業
務の効率化

（３）教育活動
教育目標・育成人材像、教育到達レベルの明確化、カリキュラムの編
成、授業の評価体制、成績評価・単位認定の明確化、資格取得の指導
体制

（４）学修成果
就職率の向上について、資格取得率の向上について、退学率の低減に
ついて、卒業生等の社会的な活躍及び評価の把握

（５）学生支援

（８）財務
財務基盤について、予算・収支計画の妥当性、会計監査の適正性、財
務情報公開の体制整備

（９）法令等の遵守 法令の遵守、個人情報の保護、自己点検・自己評価の実施と改善
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献について、ボランティア活動の支援

学生に対する日常生活・就職。経済面等に対する支援体制、学生の健
康管理、保護者との連携体制、卒業生への支援体制

（６）教育環境
施設設備の整備、学外実習・インターンシップ・海外研修についての教
育体制、防災に対する体制

（７）学生の受入れ募集
学生募集活動の適正化、教育製菓の正確な伝達、入学選考の適正性・
公平性、学納金の妥当性

＊　研修等に係る諸規程
＊　研修等の実績（推薦年度の前年度における実績）

（別途、以下の資料を提出）

保谷　公彦

名　前

池上　喜重子

（１）学校関係者評価の基本方針

　　　令和6年年4月1日現在

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係



フリガナ 所属部署
氏名 役職名

ＴＥＬ ＦＡＸ

E-mail

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組状況、課外活動
（６）学生の生活支援 学生支援の取組状況
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金の取り扱い、活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育
入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、カリキュラム、進級・
卒業の要件等、取得を目指す資格・合格を目指す検定等、資格取得
等の実績、卒業者数・卒業後の進路等

（３）教職員 教職員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 実習・実技等の取り組み状況

（３）情報提供方法

（８）学校の財務 貸借対照表、資金収支計算書、事業活動収支計算書
（９）学校評価

（備考）
　・用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする（別紙様式１－２、２－１、２－２、３－１、３－２、４、５、６、７についても同じ。）。

URL:　https://hbs.ac.jp

（別途、以下の資料を提出）
＊　情報提供している資料

事務担当責任者

ﾏﾂﾀﾞ　ﾕｳｷ
松田　祐喜

所在地
〒060-0036
札幌市中央区南3条西10丁目1004-3

011-223-3100 011-２２３－３１１０

matsuda@hbs.ac.jp

副校長・事務局長

自己評価・学校関係者評価の結果及び評価結果を踏まえた改善方策
（１０）国際連携の状況
（１１）その他

URL:
公表時期：令和6年9月1日

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の教育・人材育成の目標及び教育移動計画、校長名・所在地・
連絡先

＊　自己評価結果公開資料
＊　学校関係者評価結果公開資料（自己評価結果との対応関係が具体的に分かる評価報告書）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

＊　学校関係者評価委員会の企業等委員の選任理由書（推薦学科の専攻分野との関係等）※別紙様式３－２

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目

（ホームページ　・　URL：　https://hbs.ac.jp　　）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生、校長等

（ホームページ　　　　）

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係

mailto:matsuda@hbs.ac.jp

